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現
在
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停
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治
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透明マスク試用してもらいました 

 離乳食や咀嚼の気になる子に「あーん」「もぐもぐ」と口元を見せることがあると思います。

コロナ禍の中で一時口元を見せることもできなくなり、悩んでいるという声から、組合では口

元が透明になっているマスクを２種類購入し、保育園管理課に提案しました。保育園管理課か

ら２園、組合から１園に試用をお願いしました。 

 

    ・良いと思う点 

       ・表情が子どもからよみとりやすい。 

       ・咀嚼など真似しやすく、伝えやすい。 

    ・良くないと思う点 

       ・０歳児では違和感があり、子どもが食事に集中できない。 

       ・途中からくもってしまうので、口元が見えづらくなる。 

       ・プラスチック部分に息で水滴が溜まる。 

       ・消毒して２～３日使用したが、不衛生だと思う。 

 

 マスク姿になれてしまった中で、口元だけ見えることに違和感があり、食事に誘った際泣い

てしまったり、来てくれなかったりしたこともあったようです。フェイスシールドは保健所に

確認したところ、食事の介助には適切でないとの返答がありました。 

 ままごと遊びの時にマスクを着けたまま食べる仕草をして、子どもが不思議そうに見ていた

という話もありました。 

 食事だけでなく新年度を迎え、新規児や新担任、新担当との信頼関係を気づく際にも、優し

い笑顔で安心してもらいたいですね。 

 また、皆さんのご意見を聞かせてください。 

 
 

研修費、補助します！ 

 組合では講師を招いての園内研修については組合員数に応じた、千葉保育センター主催の

研修については費用の半分を補助していました。今年度、新型コロナウイルス感染症の流行

でこれらの研修ができませんでした。そこで、しばらくの間千葉保育センターが紹介する WEB

研修について、研修費の半分を補助することにしました。今後『どろんこ』や 

FAX でお知らせしていきますので、研修を受けた方は組合にお知らせください。 

 

  □申請方法 

    ①組合にメール   ・件名 ○○保育園 （園でまとめて頂けると助かります） 

              ・受けた研修名、氏名、職員番号 

     メールアドレス  f-kumiai@alpha.ocn.ne.jp 

    ②メール後組合に TEL でメールを送ったことをお知らせください。 

        ※領収書や受講票のコピーを提出して頂くこともあります。 

 

千葉保育センターでは、３月６日（土）の午後に、掛札逸美先生の zoom 研修を予定してい

るそうです。内容は未定です。詳細がわかりましたら、お知らせします。千葉保育センター

での視聴も可能だそうです。人数に限りがありますのでご希望の方はお問い合わせください。 

 


